
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 

□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 

市
長
が
、
医
療
・産
業
・教
育
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
現

場
を
訪
問
し
、
対
談
方
式
で
意
見
を

聴
き
、
市
政
へ
の
反
映
や
本
市
の
魅

力
向
上
を
目
指
す
企
画
で
す
。 

 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
収
束
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
新
型
感
染
症
。 

先
月
28
日
に
は
、
神
奈
川
県
で
も

一
日
の
新
規
感
染
者
が
初
め
て
千
人

を
超
え
、
８
月
末
ま
で
を
期
限
と
し

た
三
度
目
の
「緊
急
事
態
宣
言
」が
、

神
奈
川
県
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
、
若
年
層
を
中
心
に

感
染
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
感
染
拡

大
防
止
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ

る
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
支
え
る

内
藤
医
師
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
高
橋
市
長
が
話
を
聴
き
ま
し
た
。 

 
～
・～
・～
・～
・～
・～
～
・～
・～
・ 

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
は
じ
ま
り 

 

高
橋 

新
型
感
染
症
対
策
と
し
て
、 

希
望
者
全
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

い
う
前
例
の
な
い
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
か
。 

内
藤 

大
規
模
災
害
の
中
の
大
規
模

災
害
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
振
り
返

る
と
、
昨
年
の
１
月
に
横
浜
港
を
出

港
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
」
号
か
ら
感
染
が
始

ま
り
、
日
本
国
内
で
も
感
染
者
が
増

え
始
め
ま
し
た
。
国
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
計
画
を
示
し
た
の
が
昨
年
12
月
。

各
自
治
体
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ど
う

す
る
か
。
こ
こ
か
ら
私
た
ち
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

高
橋 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
っ
て

は
、
市
と
医
師
会
の
連
絡
調
整
、
取

り
ま
と
め
役
を
、
内
藤
先
生
自
ら
引

き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
変

ご
苦
労
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

医
師
会
の
先
生
方
の
全
面
的
な
ご
協

力
を
得
て
、
本
市
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
ま

し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

内
藤 

元
々
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

や
大
規
模
災
害
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ワクチン接種から見る 
地域医療 

令和 3年(2021年)8月 15日 
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ン
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
経

験
が
生
か
せ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。 

高
橋 

集
団
接
種
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
先
生
方
に
と
っ
て
、
通
常
の
診

療
・検
診
に
対
す
る
新
た
な
負
担
と

な
り
、
不
安
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
す
か
。 

内
藤 

今
回
の
災
害
は
、
日
本
全
国

で
起
き
て
い
ま
す
か
ら
、
ほ
か
の
地

域
か
ら
人
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、

お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
や

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
公
衆

衛
生
は
医
師
会
と
し
て
も
、
最
も
重

要
な
活
動
で
す
。
こ
こ
で
頑
張
ら
な

け
れ
ば
、
誰
が
や
る
ん
だ
と
の
思
い

で
、
会
長
は
じ
め
、
理
事
、
会
員
の
協 

力
を
得
て
こ
れ
ま
で 

取
り
組
ん
で
き
ま
し 

た
。 

 

高
橋 

５
月
23
日
の 

 

集
団
接
種
を
皮
切 

 

り
に
、
本
市
の
ワ
ク 

 

チ
ン
接
種
を
開
始 
 

し
ま
し
た
。
取
り
組 

み
当
初
、
ど
の
よ
う 

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た 

か
。 

内
藤 

市
と
医
師
会
だ
け
で
は
到
底

で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
薬
剤
師

会
、
民
生
委
員
・児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
い
っ
た
各
団
体
が
一
丸

と
な
っ
て
、
「
オ
ー
ル
秦
野
」
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
実
際
に
、
薬
剤
師
会
へ
の

お
願
い
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
人
員

や
団
体
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
を
巻
き
込
ん
で
、
地
域
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
分
担
し
て
、
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
思

い
で
市
の
担
当
者
と
連
日
協
議
を
し

ま
し
た
。 

 

大
切
な
の
は
ワ
ク
チ
ン
を
正
し
く 

理
解
す
る
こ
と 

高
橋 

今
回
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

内
藤 

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
と
呼
ば

れ
る
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ス

70
度
で
保
管
し
な
く
て
は
い
け
な

い
、
激
し
く
揺
ら
し
て
は
い
け
な
い

な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、
取
り
扱
い

に
大
変
注
意
が
必
要
な
も
の
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
あ
く
ま
で
任
意
で

あ
り
、
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
、

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
の
と
こ
ろ
、
新
型
感
染
症
の
切
り

札
と
な
る
の
は
ワ
ク
チ
ン
し
か
な
い

ん
で
す
。
市
民
の
半
分
以
上
に
抵
抗

力
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
感

染
の
広
が
り
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
橋 

10
月
末
を
目
標
に
、
接
種
を

希
望
す
る
方
全
員
に
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
医
療
従
事
者
か
ら
見
て
、
現

状
や
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。 

内
藤 
私
自
身
も
、
実
際
に
集
団
接

種
に
従
事
す
る
中
で
、
市
民
の
方
の

声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
「
２
回
目
の

接
種
が
終
わ
り
、
安
心
」と
い
っ
た
声 

を
多
く
聞
く
こ
と
は
、
私
た
ち
従
事

者
に
と
っ
て
、
何
よ
り
の
励
み
で
す
。

子
ど
も
へ
の
接
種
に
は
、
子
ど
も
に

合
わ
せ
た
新
た
な
対
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
よ
ね
と
、
関
係
者
と
も

既
に
話
し
て
い
ま
す
。
感
染
を
防
ぐ

唯
一
の
手
段
で
あ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
量
が
変
わ
る
な
ど
、
急
な
対

応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
安
全
と
ス
ピ
ー
ド
を
両
立
し
て

安
全
を
第
一
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

高
橋 

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
や
効
果

に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。 

内
藤 

一
番
大
事
な
の
は
、
ど
ん
な

薬
に
も
効
果
と
副
作
用
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
頃
、
患
者
さ
ん
に

は
、
「効
果 

の
ほ
う
が 

大
事
、
だ 

か
ら
薬
を 

使
っ
て
ほ 

し
い
」と 

話
し
て
い 

ま
す
。
ワ 

ク
チ
ン
は
、 



２
回
接
種
後
、
２
週
間
か
ら
１
か
月

位
で
免
疫
、
抵
抗
力
が
つ
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
い
方
は
、
免
疫
の

反
応
が
強
く
現
れ
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
痛
み
、
熱
、
倦
怠
感
な
ど
の
副

反
応
が
強
く
出
る
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
質
的
に
接
種

が
困
難
な
方
も
い
ま
す
。 

高
橋 

担
当
の
医
師
に
よ
く
相
談
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、

マ
ス
ク
は
い
つ
頃
外
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。 

内
藤 

今
は
誰
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

大
人
数
で
の
飲
食
の
よ
う
な
日
常
生

活
も
ま
だ
当
分
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。 

高
橋 

 

若
い
人
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
影
響
で
、
接
種
を
控
え
る
人

も
い
る
と
聞
き
ま
す
が
。 

内
藤 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
災
害
時
な
ど
、
便

利
で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
情
報
が
全
て
正
し
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
何
を
目
的
に
掲
載
さ
れ
た

の
か
、
出
典
は
ど
こ
か
、
正
確
な
情

報
か
ど
う
か
、
自
分
で
し
っ
か
り
調

べ
て
、
最
終
的
に
は
自
分
で
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
ー
ル
秦
野
で 

 

高
橋 

市
と
し
て
も
、
若
い
人
に
も

積
極
的
に
接
種
し
て
も
ら
え
る
よ
う

う
に
、
正
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
行

政
と
医
療
の
連
携
、
協
力
で
、
さ
ら

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
何
で
し
ょ

う
か
。 

内
藤 

秦
野
の
全
て
の
団
体
や
個
人

な
ど
、
オ
ー
ル
秦
野
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
ど
っ
ち
が
ど
っ
ち

で
は
な
く
て
、
一
緒
に
な
っ
て
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
関
係
者
に
も

「み
ん
な
で
取
り
組
む
」と
い
う
意
識

付
け
を
、
初
め
か
ら
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
専
門
的
な
内
容
は
行
政
に

は
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
医
療
従
事

者
が
カ
バ
ー
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
秦
野
市
民
全
員
が
チ
ー
ム
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

高
橋 

前
例
の
な
い
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
み
ん
な
の
英
知
を
結
集

し
、
オ
ー
ル
秦
野
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
を 

 

高
橋 

変
異
株
の
出
現
に
よ
り
感
染

者
の
急
増
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。 

内
藤 

感
染
者
が
増
え
、
対
応
す
る

の
は
医
療
従
事
者
で
す
。
感
染
者
が

増
え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
一
度
、
一
人
一
人
が
基
本
的

な
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

一
日
も
早
い
感
染
症
の
収
束
に
向
け 

て
、
油
断
せ
ず
、
引
き
続
き
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

高
橋 

市
に
対
す
る
要
望
は
あ
り
ま

す
か
。 

内
藤 

頼
む
と
か
頼
ま
れ
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
医
師
会
も
頑
張
り
ま

す
。
市
も
、
薬
剤
師
会
も
、
オ
ー
ル
秦

野
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

高
橋 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
秦
野
伊
勢
原
医
師
会
の
関
野
会

長
を
は
じ
め
、
先
生
方
に
は
、
使
命

感
を
持
っ
て
、
献
身
的
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

内
藤 

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
は
、

医
師
会
の
最
重
要
課
題
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。 

高
橋 

市
民
の
安
全 

・安
心
を
守
り
、
健
康 

に
日
常
生
活
を
送
れ 

る
よ
う
に
す
る
た
め
、 

市
と
し
て
も
、
医
師 

会
や
各
団
体
の
皆
さ 

ん
と
と
も
に
力
を
合 

わ
せ
て
、
よ
り
一
層 

感
染
症
対
策
に
取
り 

組
ん
で
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 
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市ホームページ 

感染症特設ページ 

（感染症への対応全般） 

市 LINE公式アカウント 

右の二次元コードから「友
だち」に追加 

市からの最新情報は 

新型感染症関連情報 

一日も早く緊急事態を収束できるよう、徹底した感染症対策をお願いします。 

引き続き一人一人ができることを 

 「３密回避」、「小まめな手洗・手指消毒」や「身体 

的距離の確保」など、基本的な感染症対策の徹底をお願 

いします。 

県域をまたぐ移動の自粛を 

 夏休みやお盆休みなど、人の流れが活発になる時期ですが、旅行や帰省など、県域

をまたぐ移動は自粛してください。 

ワクチン情報ページ 

（接種に関する案内） 

 

問市新型コロナウイルス感染症コールセ
ンターTEL(82)9615、市新型コロナワクチ

ンコールセンター TEL0570(666)159 


